
(日） ～

℃ 10:20 ）

× 44

Ａ Ｂ

Ａ Ｃ

Ｂ Ｃ

2017 全日本ロードレース　第7戦　オートポリス スーパー2&4レース

予選タイム グリッド 周回 所用時間 トップ差 ベストタイム 順位

1'51.303 17 19 35'36.555 59.514 1'51.001 17

-

℃

ｋｍ/ℓ

今野由寛　Ｙｏｓｈｉｈｉｒｏ　Ｋｏｎｎｏ

1’５１”００１順位

ｋｍ

エア圧

622

ｍｍ-4

サイズ

イニシャル

ＣＯＭＰ

1.4

銘柄

―

ｍｍ

ブリヂストン　ＲＡＣＩＮＧ　ＢＡＴＴＬＡＸ　Ｖ02
タイヤ

フロント リア

銘柄

燃費

ℓ

℃ 油温

ベストラップ17

- ℓ

チェック 水温

ガソリン
ＩＮ

ＯＵＴ

走行距離

ｍｍ

1.8 エア圧

120/60R17 サイズ 190/65/17

ブリヂストン　ＲＡＣＩＮＧ　ＢＡＴＴＬＡＸ　Ｖ02

リア

ＴＥＮ

13.5

スプリング

パーツ名

トップアウトスプリング 10

ピボット位置

-10 段 残ストローク

-10 段

車高Ｎ/ｍｍ ｍｍ

リンクロッド

スイング長

ｍｍ

残ストローク

ＳＨＯＷＡ（370mm） リンク

―

―

SPL

突き出し

ｍｍ

ｍｍ22STD+

ｍｍ

Ｎ/ｍ90.8

100

163

Ｎ/ｍ

Ｎ/ｍｍ ｍｍ

ＣＯＭＰ -8 段

80

ｍｍイニシャル 12

トランス
ミッション

１ｓｔ （36/17） 2.12

３ｒｄ

ｍｍフロント

パーツ名 ＳＨＯＷＡ（７５０ｍｍ）

トップアウトスプリング 2

ｍｍ

500

SNR7

-15ＴＥＮ

1.28

スプリング ＯＩＬ9.75

(36/22)

油面

段

２ｎｄ

1.64

（37/20） 1.85

1.48４ｔｈ

1.36(30/25）

(32/25)

５ｔｈ

６ｔｈ

ライダー

イベント

℃

エンジンＯＩＬ

120

(31/21)

ＲＫ　ＧＣ520ＸＵＷＲ

SUNOCO　REDFOX　１０W-40

2017ＭＦＪ全日本ロードレース選手権第7戦

24.7

リンクチェーンリンク数

気温

％57湿度

hpa気圧 920

日付 2017年9月10日 時間 10:20

スパークプラグ

コース ＤＲＹ

ＮＧＫ　R0373A-10

コンディション

名称 オートポリス

エンジン
ファイナルレシオ 15 （2.933）

天気 晴れ マシン ＧＳＸ－Ｒ1000　Ｌ６

路面温度 （計測時間41



<コメント>

２セッション目は完全にドライになったのでタイヤの確認を行い、午前中のデータをもとにフロントのバネレートを上げ
ハーフウェット～ドライに変わる微妙な路面コンディションの為セットはそのままでデータを集めます。

皆様こんにちは！

Ｓサプライでもレースの情報をリアルタイムに発信していきます。もしよければご覧下さい。

（株）Ｓサプライ
畑中　健太郎

Ｓ　ＳＵＰＰＬＹ　Ｆａｃｅｂｏｏｋ　　http://www.facebook.com/pages/S-Supply/452966391546855
Ｓ　ＳＵＰＰＬＹ　ｔｗｉｔｔｅｒ　　　　　＠ＳＳＵＰＰＬＹ＿

油面は下げていた方が良かったので二本目スタート時にもどします。
土曜日も快晴！予選です。ライダーの希望もあり、フロントのレートをさらに上げて予選開始。

搬入日の木曜日は滝の様な大雨でしたが、金曜日からはずーっといい天気でした。
今回のオートポリスのレースは天気に恵まれて最高のレース観戦日和でした！

しかしタイムが上がりません。1'51.303で１７番手グリッドを獲得。

『タイムの出せる車体と乗りやすい車体は違う！』という事を改めて確認できたレースウィークでした。
次回岡山国際サーキットです。いよいよ新型を投入予定です。お楽しみに。

決勝日もさらにいい天気です。朝フリーで更に追ったセットにしましたが、決勝のセッティングは金曜のスタート時から
油面を下げたリヤのレートをワンランク低くした状態となりました。

皆様とサーキットでお会いできるのを楽しみにしています。
今回もご協力いただいた皆様、応援していただきましたファンの皆様にお礼申し上げます。
ありがとうございました。

いよいよ決勝がスタート！スタートは下げませんでしたが一周目は１９位で通過。このウィークでのベストに
近いくらいのタイムで走行していますが順位がわずかにしか上がりません。今年はレベルが高いです。

さて前回茂木ラウンドではリタイヤとなってしまい、最終戦のＭＦＪＧＰはポイント所持者のみエントリーできるため、
今回はなんとしてでもポイントを獲得しなければなりません！

リヤは感触が良くなかったためすぐに元に戻し、同時にフロントの油面を上げてみました。
油面を下げて、リヤは柔らかいバネレートを使いたいのでリバウンドスプリングの柔らかいものでスタート。

オートバイの仕様は前回の茂木からファイナルを合わせた程度でスタート。金曜の１セッション目は

１７位まで上げてチェッカー。


